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８０
年

４

・
豊
壁
牢
金
誘
宿
会
長
館
購

４

●
崎
第
■
田
（通
揺
第
９
田
）役
員
会

４

●
牙
野
球
蔀
Ｏ
Ｂ
会
発
会
式
に
会
長

出
爵

４

●
好
第
２
回
（題
第
窮
的
圏
ｗ
役
員
会

５

●
２０
会
親
３
号
密
弱
毎

ｏ

・
如
酪
一会
案
西
の
発
滋

特
に
新

・
直
翻
会
緊
に
は
余
員

に
会
報
と
総
会
案
内
を
送
る

０

・
跡
第
３
固
（題
欝
第
Ｈ
囲
）役
員
会

６

●
６
窮
４
国
不
通
隠
窮
１２
回
）役
員
会

６

●
９
箕
寮
群
露
躍
瞬

７

・
６
第
５
回
（通
隠
第
贈
園
）役
員
会
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議蟹

塑
高
校
野
球
応
援

跡
ＳＯ
年
旗
闘
窓
会
会
員
名
鷲
発
行

‐７
第
６
輿

通
第
第
１４
固
）役
員
会

‐４
第
７
国
（通
常
第
１５
固
）役
員
会

‐４
名
簿
作
成
委
員
会
の
解
散
黄
開

催
２８
穏
稜
柏
樹
祭
に
出
購

５
舞
８
日
会
醤
墨
一１６
田
Σ
圏
【会

．
身
適
標
劉
瑚
癒
壊

・
跡
ＳＯ
年
旗
闘
窓
会
会
員
名
鷲
発
行

・
‐７
第
６
輿

通
第
第
１４
固
）役
員
会

・
‐４
第
７
国
（通
常
第
１５
固
）役
員
会

・
‐４
名
簿
作
成
委
員
会
の
解
散
黄
開

催

．
２８
撻
稜
柏
樹
祭
に
出
購

・
５
舞
８
日
会
醤
墨
一１６
田
Σ
圏
【会

・
１１
肉
山
栄

一
台
東
区
長
を
囲
む
会

開
鶴
、
席
上
雷
田
王
郎
氏

（
旧

中
４
国
卒
）
に
東
京
支
部
長
を

委
窮

品

雷

憲

趨

，
的
会
報
４
号
を
発
行

や
‐６
第
０
圏
（通
第
籍
１７
回
）
役
員
会

郷
露

の
最

及
薬

轟

製

を
名
簿
難
入
者
に
郵
送

身
会
費
払
込
用
紙
を
名
簿
縛

旧
中

・
旧
女
卒
業
者
で

名
簿
未
購
入
者
に
配
布
、
協
力

を
お
願
い
す
る

‐４
第
１０
回
（通
第
第
帽
園
）役
員
会

坪
宰
賀
状
発
送
始
め
る

年２‐
新
年
会
案
興
革
疑
再

２４
支
部
長
会
議
開
篠
の
通
知
状
発

態
郷
薄
英
資
金
題
雲

（
３
年
７
縄
小

帝企
聴
蓋
奮
ダ
抱
へ
）

―
第
Ｈ
回
（通
第
第
１９
固
）役
員
会

，Ｓ
昭
和
６‐
寧
支
部
長
会
議
開
蔭

i自
由‐と,ラ
こ
と'雰
デ
‐・‐Tヨ
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i寧警
=蔑
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崎
新
宇
会
開
催

へ
駒
成
金
題
霊

ｉ
第
‐２
圏
憲

算
籍
幻
田
）役
員

全
日
制
の
新
八
会
式
開
縫

会
投
員
の
委
騒
と
懇
親
会

癖

新
緑
の
除
会
員
の
皆
様
に
は
ど
鍵
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
拝
察
じ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
各
位
に
は

平
葉
周
窓
会
の
運
営
に
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

有
難
く
心
か
ち
厚
く
御
札
申
し
上
げ
ま
す
・
お
蔭
様
で
、

同
窓
会
も
念
願
の
活
性
能
が
実
を
溝
び
、
地
域
別
、
事
業

所
別
の
各
支
部
組
織
の
整
備
拡
充
と
相
ま
っ
て
、
会
長
相

互
間
に
親
陸
の
輪
が
拡
が
り
、
よ
り

や
層
緊
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ン
ョ
ン
の
進
展
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
ど
岡

慶
の
墓
り
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
度
本
会
発
展
の
為

に
多
大
な
ど
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
露
谷
敏
朗
校
長
先
生
が

三
月
末
日
を
以
っ
て
ど
騎
退
に
相
減
り
、
後
能
に
高
山
晃

先
生
が
新
校
長
と
し
て
ど
赴
軽
な
さ
れ
ま
し
た
。
と
両
人

共
本
高
岡
窓
会
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
で
あ
り
ま
す
。
薪
旧
校
長

先
生
に
は
引
続
き
、
大
所
高
所
か
ら
の
ご
指
導
ご
支
援
を

お
頓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
愈
々
待
望
の
隠
和
六
ヤ
一
年
度

本
座
高
校
岡
窓
会
総
会
も
開
催
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
来

る
六
月
や
四
日
の
定
期
総
会
に
は
、
会
員
お
誘
い
合
せ
の

上
、
多
数
ど
出
庸
下
さ
い
。
搭
年
同
様
別
記
重
名
の
恩
師

を
ご
招
待
し
て
お
り
ま
す
。
ど
薬
会
の
節
、
恩
師
と
旧
変

を
通
め
青
春
時
代
を
語
り
合
っ
て
下
さ
い
。
私
逮
役
員

一

岡
、
協
力

一
致
、
曽
盤
に
親
じ
ま
れ
愛
さ
れ
る
同
窓
会
作

り
に
遷
進
す
べ
く
鋭
意
努
力
す
る
心
算
で
お
り
ま
す
。
何

暮
借
旧
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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着
任

に

あ

た

り

兼

寵

窮

売

三

需

で

金
選
醸
さ
れ
た
朗
覆
長
園
谷
敏
窮
発
生

の
後
任
と
し
て
、
こ
の
四
月

一
日
付
で

書
任
し
た
者
で
す
。
翻
任
雷
と
開
様
、

聞
窓
の

一
人
で
、
隠
中
２。
回
卒
で
す
。

躍

番

寝

統
に
響

島

穣

へ
密

任

し
、
麗
任
の
題
六
さ
を
強
く
盛
じ
て
い

ま
す
。
帝
内
に
住
み
、
母
検
を
眺
め
て

い
た
時
と
違
い
，
当
事
着
と
な
る
と
、

真
剣
に
な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
。
い
く
つ

か
の
課
題
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
解
決
じ

て
め
き
た
い
“

今
宇
も
多
数
の
選
ば
れ
た
生
健
が
入

学
し
て
き
ま
し
た
。
題
匿
希
望
調
査
に

よ
る
と
六
多
数
が
選
挙
お
望
者
で
、
就

職
お
襲
着
も
い
ま
す
。
再
藤
督
基
露
等

の
予
韓
校
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

高
校
生
活
を

振

り

返

つ

て

８０
年
度
幕
定
〕
荻
原
　
薫

賛
通
廷
簿
翻
闘
穫
は
四
年
間
通
う
の

【れ
ど
も
、
私
の
場
合
、
金
自
の
高

っ
て
い
て
、
途
中
で
退
め
て
し

〓
年
生
か
ら
編
入
を
し
た
の
で

二
年
間
、
定
時
制
に
遍
い
ま
し
た
。

編
八
し
た
理
由
は
、
た
だ

「
卒
業
」

賛

南

出

晃

あ
り
ま
せ
ん
。
充
実
し
た
高
獲
生
薄
の

中
に
、
通
学
準
備
が
併
行
し
て
行
わ
れ

題
路
希
望
が
整
競
さ
れ
る
こ
と
が
墓
ま

し
い
。
個
性
の
伸
長
、
豊
か
な
人
関
雄

を
博
て
、
体
力
を
的
上
す
る
時
代
を
の

ん
び
り
と
通
む
さ
せ
て
は
経
い
が
残
り

ま
す
。

一
日

一
日
を
翼
剣
に
生
き
て
ほ

し
い
と
鐘
使
に
願
っ
て
い
ま
す
。
進
学

選
成
を
め
ぎ
す
な
ら
、
串
速
具
体
的
な

雛
画
を
立
て
、
実
践
．
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
も
穫
嵐
に
つ
な
が

る
わ
け
で
す
。

学
校
の
環
境
は
密
々
と
整
備
さ
れ
、

潜
暫
い
た
中
で
鐘
躍
蛭
字
ん

で

い

ま

す
。
今
援
と
も
、
閣
窓
播
男
姉
方
に
は

母
夜
発
震
の
た
め
激
励
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
い
う
名
が
欲
し
い
為
と
い
う
、
軽
い

気
持
ち
で
、
こ
の
学
校
へ
通
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
通
い
だ
し
て
か
ら
、
昼

は
仕
事
、
夜
は
学
校
、
自
分
で
考
え
て

い
た
寧
よ
り
も
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
じ
た
。
特
に
テ
ス
ト
の
時

な
ど
，
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
慶

れ
て
眠
く
な
る
し
、
昼
ほ
位
導
だ
し
、

テ
ス
ト
勉
強
を
す
る
の
に
も
、
決
し
て

業
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

高
稜
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
開
年
代
の

人
よ
り
、
卒
業
は
二
年
選
れ
た
け
れ
ど

高
校
卒
業
に
は
変
わ
り
な
い
じ
ゃ
普
通

の
金
田
の
高
校
へ
通
っ
た
人
よ
り
早
く

社
会
勉
強
が
た
く
さ
ん
で
き
た
と
愚
い

ま
す
。
通
い
だ
し
進
揮
は
、
「
勉
幾
」

と

一
仕
事
」
を
開
立
で
き
る
か
ど
う
か

と
で
も
不
賓
で
し
た
が
こ
の
容
ゃ
卒
業

す
る
こ
と
が
踏
来
て
、
と
て
も
う
れ
じ

く
思
っ
て
い
ま
す
．
短
万
閣
で
し
た
け

れ
ど
、
先
生
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

む
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ス
の
皆

さ
ん
、
葉
し
い
思
い
出
あ
り
が
と
う
。

本
霊
市
中
央

一
―
エ
ー
七
五

卒
業
し
て

８０
年
度
禁
金

宮
関
桂
樹

私
た
ち
は
躍
和
六
十
年
度
卒
業
生
と

し
て
本
庄
高
校
を
苓
業
し
ま
し
た
。

そ
の
期
百
行
わ
れ
た
園
窓
会
の
懇
親

会
に
臨
薦
し
、
本
部
役
買
の
方
々
が
本

座
市
で
も
観
簡
躍
な
さ
っ
て
い
る
大
変

立
派
な
方
々
で
改
め
て
本
度
高
校
の
伸

大
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
と
と
も
に
本

度
高
校
を
卒
業
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
在
覆
生
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

本
高
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
と
目
的

意
識
を
も
ち
本
産
高
校
の
ほ
統
を
守
っ

王
下
さ
い
。

本
度
市
銀
座
ユ
ー
や
■
十
五

出
発
に
際
し
て

鍛
霊
賓
舎
中
村
美
佐
子

私
た
ち
四
雷
余
名
は
、
卒
業
式
を
競

に
ヽ
本
圧
高
校
の
卒
業
生
と
じ
て
、
各

々
の
道
に
開
か
っ
て
、
巣
立
っ
て
行
き

！

ま
し
た
。

人
生
の
出
場
と
も
霞
う
可
き
闇
稜
時

代
に
、
私
た
ち
が
本
度
高
校
で
学
ひ
編

た
も
の
は
、
学
業
の
み
な
ら
ず
、
人
間

形
成
に
お
い
て
も
霊
要
な
ウ
ェ
ー
ト
を

占
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
と
も

す
れ
ば
、
学
業
の
鰭
果
の
み
に
鍵
ら
わ

れ
易
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
，
自
由
と

い
う
校
嵐
だ
っ
た
こ
と
で
、
自
分
自
男

の
個
性
を
生
か
す
こ
と
や
、
自
立
性
を

養
う
な
ど
と
い
っ
た
、
人
間
と
し
て
の

基
本
的
な
も
の
を
墳
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
生
活
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
懸

う
と
共
に
、
多
く
の
在
稜
生
の
力
に
、

懇

審

議

窪

っ
騒

寵

ど

愚
い
ま
す
。

衰鰭窮

教
職
員
の
異
動

Ａ
転
　
出
Ｖ

稜

長

田
谷
戴
窮

退
競

事
務
長

鈴
木
和
夫

・補
網
第

一
女
高

ヘ

丸
付
撃
豊
座
　
太
芭
統
数
白
へ

高
根
億

一　
秩
父
東
南
へ

須
長
正
実
　
玉
川
工
高
ヘ

上
原
正
穂

本
庄
東
中
ヘ

繍

）

頭

手
畠
　
藍

諭

山
本
研
伸

師

渡
辺
親
子

議

一

″ 欝 教 敬

″ 簿 教

師 輸

々 講 ″ 教

師  諭

″ 講

f F F

套露

岩
縄
商
高
ヘ

″撮″

Ａ
猛

一人
Ｖ

被

長

高
山

晃

事
務
長
一
柴
崎
文
夫

教

諭

高
縮
畠
平

″
　

　

大
谷
芳
滋

歳
野
高
か
ら

児
至
高
か
ら

本
圧
北
題
か
ら

児
玉
墜
墓
苺
β

ら
・
竹
内
患
昭

・
栗
原
忠
題

（
定
駐
翻
）

数

醸

荻
原
墓
三
郎

熊
谷
王
高
か

ら

小
抹
圭
司
　
新
採
用

一容
里
琶
督

舗
林
刺
行

日
野
洋
子

スロ…ガン
1,名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛じ

母校の発展に寄与しよう。

1.本 高同窓会の族の下に結集し、地域に

香り高い文イとの花を峡かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会長相互闘嘘規

睦の輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡縄を

拡充して、同窓会の活性イとを図ろう。
・

1.農 学の精神を尊重し、後輩の指導育成
に努めよう。

大東開発株式会社
取締役社長 立 川 大 作 (旧中9日)

本庄市 南本 町 266ユ
TEL (o495) 21--6808

新装オープン

銃 身 ジブ'＼豚

ナ!ギ園
本産市中央2-3■20・観 (0495)22-5225網
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今
回
は
恩
師
の
た
よ
り
を
特
集
し
ま
し
た
。
昭
和

２４
年
卒
か
ら
昭
和
３８
年
卒
の
同
窓
生
を
対
象
に
十
九

名
の
愚
師
に
近
況
を
お
訪
ね
し
た
と
こ
ろ
快
く
御
協

力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
な
つ
か
し
い
お
便
り
を
謹

ん
で
報
告
致
し
ま
す
。
　

（順
不
岡

・
敬
称
省
じ

古
曳
保
正

で
す
。
本
闘
を
最
後
に
教
駆
を
去
っ
て
・

二
十
有
余
年
、
そ
の
間
友
人
、
知
人
が

つ
ぎ
つ
ぎ
性
を
去
っ
て
い
く
の
を
見
る

の
は
林
し
い
瞑
り
で
す
が
、
窮
さ
れ
た

饉
か
な
人
世
を
薬
し
く
送
ろ
う
と
な
の

日
調
の

一
部
を
御
技
露
し
て
小
幾
の
生

き
ざ
ま
を
述
べ
ま
し
た
。
年
を
取
る
と

人
恋
し
く
な
り
ま
す
。
閣
懸
の
讃
最
当

地
へ
お
出
で
の
時
は
是
葬
お
立
寄
り
下

さ
れ
、
壊
隅
に
ひ
た
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
境
蚕
都
男
玉
町
加
澄
円
二
八
一
じ

（
盟

兆

）

中
谷
幸
次
郎

私
が
本
盛
高
校
か
ら
久
尊
高
に
転
じ

た
の
は
昭
和
二
人
牢
八
月
で
、
あ
れ
か

ら
既
だ
三
〇
余
年
の
歳
月
が
経
ち
、
私

も
学
や
八
〇
の
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
幸

い
健
康
に
は
題
ま
れ
、
毎
日
元
気
で
庭

の
事
花
い
じ
り
や
、
衛
の
そ
こ
こ
こ
を

自
転
事
で
た
り
ま
わ
る
な
ど
自
題
の
生

活
を
薬
じ
ん
で
い
ま
す
。
，又
こ
の
夏
月

に
は
三
受
目
の
中
国
旅
行
に
出
か
け
ま

す
。
費

＆

２

麟

無

望

す

（
浦
和
市
根
鮮
ニ
ノ

一
六
ノ

一
０
）

堀
越
寵
夫

（
題
‐７
１
２６

・
３２
Ｐ
４５
〉

「
午
観
中
ト
マ
ト
、
ナ
ス
聞
頼
え
の

盤
配
、
午
後
昼
襲
、
パ
ー
パ
ー
パ
ッ
ク

の
洋
閣
を
読
む
、
ス
リ
リ
ン
グ
の
物
語

に
感
動
す
る
。
６
時
に
ラ
ジ
オ
で
霞
神

畿
夢
節
く
、
７
時
に
テ
レ
ビ
に
切
り
換

え
る
、
就
襲
翻
新
潮
４３
を
誘
む
。
」

右
は
小
生
の
裁
る
日
の
日
親
の
新
片

（
昭
２‐
―
夕
）

本
度
高
校
を
は
な
れ
て
既
に
三
十
数

年
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
親
切
に
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
が
な
つ
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
私
、
こ
と
し
七
十
五
歳

に
な
り
ま
す
が
、
わ
り
に
元
気
に
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

幹
年
、
当
時
の
篭
球
部
の
人
た
ち
に

招
か
れ
て
、
久
し
ぷ
り
す
っ
か
り
り
っ

ば
に
な
っ
た
校
台
も
拝
亮
し
て
き
た
り

し
ま
し
た
一（
大
自
市
南
中
丸

一
〇
七
）

高
本
　
的

（
昭
鶴
―
鎖
）

昭
和
王
四
年
本
盛
闘
校
を
選
機
、
関

東
短
期
大
学
に
転
じ
ま
し
た
が
、
聞
疑

大
も
去
る
三
月
停
年
遇
磯
し
ま
し
た
。

只
今
近
代
慶
業
に
即
応
じ
た
簿
謡
欝
の

発
刊
の
た
め
執
筆
に
違
わ
れ
て
い
ま
す

永
い
教
員
生
活
を
固
顧
す
る
と
き
、

本
高
定
時
制
で
の
満
十
年
は
本
当
に
薬

し
い
悪
い
出
に
糠
れ
て
い
ま
す
。
当
薄

の
染
野
発
生
を
始
め
播
発
輩
の
健
紛
を

祈
る
こ
と
卸
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
本
霊
市
千
代
題
ユ
ー
六
１
二
六
）

佐
野
大
二

途
猟
丁
３２
）

招
稲
十
六
年
本
産
中
学
校
に
替
任
以

来
五
十
年
三
月
ゃ
県
立
盟
８
高
校
長
退

騒
を
最
後
に
、
数
綴
生
活
〓
十
有
余
寧

の
悪
を
閉
じ
た
。
運
轍
後
の
数
年
間
は

入
遇
腕
の
繰
り
返
じ
で
あ
っ
た
。
幸
い

最
近
で
は
、
女
房
な
ど
の
付
添
い
の
締

に
小
旅
行
な
ど
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
午
前
午
後
夫
々
四
十
分
位
の
数
歩

と

一
ケ
月

一
度
の
病
院
の
診
療
が
此
の

鎮
の
零
じ
で
あ
る
。皆
様
、鯛
健
闘
を
。

（
輝
ケ
谷
市
本
町
〓
Ｌ
五
Ｈ
十
六
）

竹
本
謹
三

（
聴
‐８
１
授
）

間
窓
会
の
留
さ
ん
、
元
気
で
御
態
躍

の
こ
と
と
お
慶
ぴ
申
上
げ
ま
す
や
お
蔭

様
で
「
一
競
患
災
」
と
い
う
現
代
人
の

健
康
度
で
は
あ
り
ま
す
が
私
も
八
十
才

一

を
繊
し
ま
し
た
。
相
変
ら
ず
好
き
な
排

一

旬
を
や
っ
て
い
ま
す
●
月
三
囲
位
の
旬

一

じ
く
は
待
宵
革
）
を
庭
の

一
隠
で
薄
て

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
子
孫
が
今
日

ま
で
連
縮
と
続
き
、
今
年
も
や
が
で
あ

の
鮮
か
な
寅
色
の
種
が
人
々
の
娘
密
業

し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
大
自
市
奉
継
町

一
丁
目
二
〇
―

一
）

中
林
清
次

（
密
２６
ｔ
鶴

・
８８
ぞ
錦
）

闘
窓
会
の
皆
様
に
は
長
い
闘
公
私
共

大
変
お
世
話
に
滅
っ
て
お
り
ま
す
。
小

生
本
霊
高
校
に
は
昭
和
一
察
窟
・か
ら
三

三
年
ま
で
と
昭
和
三
八
年
か
ら
五
八
年

ま
で
通
第
す
る
と
二
七
年
の
長
年
月
教

員
と
し
て
服
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
引
続
い
て
非
常
動
講
師
を
勤
め

て
お
り
ま
す
．
又
住
所
の
児
玉
町
の
区

長
を
昨
年
四
月
か
ら
揮
命
何
と
か
健
康

で
若
さ
を
失
絶
ず
に
や
っ
て
い
ま
す
。

（
男
玉
町
金
農

〓
書

一ｔ
〓
）

会
や
玲
行
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
趣

一・　
　
　
　
　
　
　
（
題
招
Ｐ
新
）

味
と
い
ふ
よ
り
生
甲
斐
で
し
ょ
う
ね
。

・

節
山
田
電
耶
の
句
韓
が
三
降
へ
建
つ
の

十
車
韓
幹
串
中
中
読
勲
様
れ
難
跡
い
韓
摯

で
そ
の
手
伝
も
し
て
い
ま
す
。
未
完
。

一

（
本
産
市
日
の
出
三
ｔ
六
―
四
七
）

一

‐―
‐ｌ
ｆｉ
ｒ　
　
　
　
　
一　
さ
て
、
愚
鎗
綴
立
畠
革
士
一寧

飯
塚
幾
太
坐
軽
譲慈
揮
横
藍
晃

・や　
　
　
　
　
　
」　

　

　

　

　

　

こ
の
鶴
ひ
」
を
襲
み

（帯

予
拶

一 捺

動

緩

慢
、
種

題

で
、
平

凡
な
追
憾
の
日
々
密
趨
じ
て

お

り

ま

離
纂摯
ゃ寵
鞠ン
謙

下
さ
い
。

本
覇

驚

宅

高

も
奮

縁

一

（
本
座
市
部
魔

一
丁
目
ニ
ー
ヤ
九
）

刑
農
用
か
ら
探
っ
て
来
た
月
勇
革

〈
正

一

中
主
　
厚

↓
　
な
つ
か
し
の
旧
制
本
中
校
舎

増
田
正
雄

（
昭
如
１
５６
）

三
月
二
十
五
日
小
島
の
へ
ん
み
鰻
科

の
北
へ
転
層
し
ま
し
た
。
備
し
い
引
趨

で
感
じ
た
こ
と
は
物
漂
い
ゴ
ミ
と
不
要

品
の
出
の
間
で
よ
く
も
三
十
七
年
余
を

通
じ
て
来
た
も
の
だ
と
い
う
馬
麗
ら
し

さ
で
し
た
。
五
ヤ
日
近
く
も
か
か
っ
て

や
っ
と
荷
物
は

一
応
霊
理
さ
れ
た
も
の

の
録
は
南
未
完
成
で
す
。
何
か
と
気
に

し
い
日
々
で
す
が
幸
健
康
で
毎
朝
Ａ
キ

ロ
寵
歩
い
て
い
ま
す
。
五
月
ヤ
日
．

（
本
麗
市
小
島

一
１
四
―
二
七
）



本 高 同 窓 会 報 昭和61年 5月 22日 141第 5号

愚
師
の
便
り

【
っ
づ
き
】

相
対
徳
平

（
顕
２０
１
好
）

卒
業
援
六
十
年
、
通
去
は
落
々
と
し

て
姦
か
に
遠
く
疑
く
又
短
く
、
小
生
今

年
喜
蒋
（七
十
七
才
）
を
理
え
、
議
に
感

無
盤
の
も
の
お
り
。
こ
の
牢
齢
を
人
生

の

一
く
ぎ
り
と
し
て
、
五
十
年
闇
鐘
り

統
け
た
釜
に
て
霞
作
の
個
震
を
開
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
日
暮
れ
て
道
の
速

き
を
覚
え
つ
つ
も
…
・・七

（
旧
中
―
）

ハ
縮
樹
薄
瀬
ゲ
崎

一
―
二
四
―
二

↓
）

大
木
美
登

（
躍
２０
１
引
）

間
窓
会
の
管
々
様
衝
無
沙
決
を
し
て

申
し
わ
ゆ
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
深
谷
市

懇

盛

擦

爺

豊

や
欝

支

会
の
社
会
種
社
や
公
民
館
奪
の
役
員
も

し
て
い
ま
し
た
が
、
六
十
年
健
康
が
優

れ
ず

一
阿
の
役
駆
密
選
任
し
現
在
余
世

を
楽
じ
＜
送
っ
て
い
ま
す
か
ら
御
安
心

下
さ
い
ｏ（容

市
窮

垂

二
覇

）

高
橋

甲
（
題
顔
せ
盤
）

二
十
数
年
間
の
本
闘
生
酒
か
ら
行
高

へ
、
そ
し
て
教
観
最
後
を
指
高
で
と
、

生
涯
の
大
半
を
本
高
関
係
の
留
様
の
御

世
満
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

い
ま
毎
日
を
家
で
過
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
産
こ
そ
わ
が
故
郷
、
本
麗
こ
そ

わ
が
母
稜
の
思
い
が
よ
り
強
い
案
盛
と

し
て
躍
っ
ｆ
基
拓
曇
チ
と
共
に
、
本
高

闘
窓
会
の
益
々
の
御
発
展
を
い
か
ら
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
深
谷
市
深
谷
町
八
の
主
）

野
田
久
苦

（
昭
冴
１
６‐
）

０
牢
齢
相
等
の
健
康
保
持
〇
奥
様
方
対

象
の
首
果
文
掌
講
座
関
簿
中
。
好
辞
さ

く
さ
く
。

（
い
い
年
を
し
て
）

０
自
作
の
漢
簿
を
懸
軸
に
し
た
り
、
簿

時
の
舞
笙
蛭
昭
じ
て
も
ら
い
第
に
入

た
り
。詠

ギ
紙
二
↓品
永

第
．．霜
寵
監
ｗ
お
押花
廃

夕
奥
覆
風
一
乱
えゥ早
軍

受
小扶
経
警
４
せ
仏
巧
水
ニ

孤
応
掲
４
コガ
総
輛
，す

（
辞
馬
県
多
野
都
節
町
一
一六
七
九
）

正
田
喜

一
部

（
昭
ガ
ー
乾
）

本
高
を
雄
れ
て
十
年
め
の
番
を
迎
え

ま
し
暮
ｐ
、
お
か
曜
至
革
で
毎
日
窪
充

気
で
遇
む
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
替
は

三
十
年
前
の
王
０
ク
ラ
ス
会
や
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
つ
ど
い
に
招
か
れ
て
感
激

ひ
と
し
お
で
し
た
。
毎
年
、
夏
弥
み
は

本
高
の
着
い
発
生
方
と
、
長
途
の
ド
ラ

イ
プ
旅
行
を
楽
し
み
、
も
う
二
十
年
も

続
け
て
い
ま
す
。
閣
窓
会
の
ま
す
ま
す

一　
今
寧
も
白
ぼ
麗
、
興
躍
に
出
品
を
す

の
む
発
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　

一
ま
せ
ま
じ
た
。
秋
に
は
麗
原
震
、
県
北

開
田
畠
助

上
出
隆
哉

（
深
谷
市
大
学
中
瀬
王
五
九
）

一
震
と
つ
づ
き
、
ま
た
来
年
正
月
に
は
舞

，
ｌ
ｒ
ｒ
，
ｔ
ｉ
ｔ
ｆ
ｒ
ｉ
ｔ
４
１
１
…
　

　

一
六
国
繭
撰
塗
予
定
し
て
い
る
の
で
、
作

河
野
　
担

　

一緩
鞭
盤
韻
訂
籍
ト

藁
輔
露ヽ
一轟
議
設
唯を！
電

さ
い
わ
い
礎

（
本
圧
市
栄
ニ
ー

一
１
二

一
）

を
か
い
て
通
じ

一

↑
　
旧
本
度
高
女
正
田

富
沢
　
温

（
躍
瀕
１
５５
）

新
町
か
ら
毎
年
十
二
、
三
名
の
中
学

生
が
本
校
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
当
町
に
三
十
数
名
の
本
校
生
が

い
る
わ
け
だ
。
私
の
仕
事
柄
ば
か
り
Ｔ

な
く
小
さ
な
町
だ
か
ら
、
あ
の
子
は
ど

こ
の
子
。お
母
さ
ん
の
実
家
は
ど
こ
。
み

ん
な
筆
を
さ
す
に
等
し
い
。
彼
等
が
八

並
に
頑
強
っ
て
楽
し
く
登
校
し
て
い
る

の
が
何
よ
り
嬉
し
い
。
私
は
相
変
ら
ず

教
雷
委
員
会
の
手
億
い
を
し
て
い
る
。

（
群
馬
県
多
野
郡
新
町
仲
町
〉

（
招
２３
，
弱
）

選
職
し
て
よ
り
率
六
年
、
七
工
才
を

迎
え
、
一鍵
騒
肝
いて
舞
辞
曇
こ
て
い

ま
す
。
現
在
九
軟
ば
か
り
の
土
地
を
耕

作
し
つ
つ
、
自
家
用
野
菜
を
無
円
と
共

に
裁
籍
し
て
い
る
現
滉
で
す
。
自
然
の

移
り
変
り
に
従
い
労
働
で
き
る
現
在
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

悶
費
の
編
築
も
や
っ
と
終
り
、
史
料

の
不
足
と
偏
在
に
薔
心
し
、
不
本
意
な

が
ら
、
書
き
上
研
た
次
第
で
す
。

（
築
霊
町
大
学
中
襲
六
三
八
）

（
騒
数
―
鋭
）

突
蕪
襲
つ
て
来
た
脳
梗
霧

６
プ
ラ
ス
７
の
針
第
に

襲

会

軍

出

躍

審

二
霊

左
半
身
不
随
の
後
遺
疲

た
っ
た
半
歩
に
不
篤
の
漠

霜

継

い
癌

っ
森

自
分
な
り
の
生
き
ざ
ま
で

生
き
て
行
こ
う
と

名
容
う
ら
ら

日
密
と
な
り
し
窟
む
じ

り

（
本
圧
市
銀
座

一
ｌ
五
■
三
）

中
　
支
部
長
会
議
で
挨
拶
す
る
岡
会
長
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本
座
高
校
進
路
部

三
年
生
が
卒
業
し
て
か
ら
早
く
も
二

ケ
用
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大

学
に
窪
学
し
た
人
、
統
顧
し
た
人
々
も

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
機
場
の
雰
囲
気
に

も
償
れ
元
気
で
精
通
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
で
題
路
指
導
係
の

一

人
と
し
て
題
路
状
況
の
報
告
と
共
に
、

着
手
の
感
想
を
述
べ
報
告
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

年
々
。
大
学
や
公
務
員
の
門
が
狭
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分
な

り
の
圏
標
を
き
ち
ん
と
簿
っ
て
お
り
日

常
生
活
の
中
で
こ
つ
こ
つ
努
力
し
て
い

る
生
徒
は
，
自
分
な
り
の
目
的
は
選
威

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
六
十
年
度

の
進
踏
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
　
　
　
一

国
公
立
大
学
に
題
学
し
た
者
は
濃
人

も
合
わ
二
十

一
名
．
私
立
大
学
台
糖
者

数
は
濃
人
を
自
め
る
と
三
菌
五
十

一
名

窮
役
は
八
ヤ
八
名
で
す
。
短
期
大
学
は

調
役
の
み
六
十
七
名
で
す
。
統
戦
の
カ

は
別
紙
の
通
り
四
十

一
名
で
す
。
導
門

学
校
は
六
十

一
名
で
す
。
そ
の
範
、
家

事
奪
伝
や
濃
人
と
し
て
勉
強
し
て
い
る

生
徒
は
閣
数
十
名
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
三
年
生
に
な
っ
て
も
な
か

な
か
進
路
の
方
向
が
し
ほ
り
き
れ
な
い

生
捷
が
数
多
く
い
ま
す
。
眸
年
の
例
で

も
三
年
の
麗
体
み
に
な
っ
て
や
っ
と
勉

強
じ
始
め
た
と
い
う
生
徒
も
お
り
ま
す

が
、「
わ
か
を
て
い
る
」
が

「
な
か
な
か

実
行
で
き
な
い
」
と
い
う
弱
さ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
時
す
で
に
選
し
１
１
今

後
の
教
謝
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

進

学

状

況

Ａ
目
立
大
学
Ｖ

秋
臣
１
　
曲
形
１

群
馬
８

！埼
玉
４

億
州
１
　
千
葉
２

東
京
挙
芸
２

Ａ
公
立
大
学
Ｖ

高
崎
経
済
２
（
田
公
計
以
）

Ａ
私
立
大
学
Ｖ

青
山
８

秋
田
経
滋
１
　
覇
期
亜
４

麻
布
３

大
妻
女
子
１

神
奈
川
３

漢
案
学
院
ｏ
　
関
東
学
圏
１

北
襲
７

学
習
院
３
　
共
並
女
子
３

函
挙
院
７

京
都
産
業
，

一番
林
―

田
際
聞
科
１

題
士
館
１
　
王
挙
瞬
２
　
埼
玉
工
業
―

駒
沢
亜

札
幌
―

札
幌
学
院
１

相

模
工
業
１

救
徳
４
　
芝
浦
工
業
１

招
刑
女
子
３
・
躍
稲
薬
料
―
　
頼
稲
１

慶
躍
ツ
ド
競
城
１

襲
マ
ナ
ア
ン
ナ
医

科
１

導
修
狙
　
創
価
之

上
智
―

上
武
１
　
女
子
栄
養
２

一城
西
６
　
城

西
歯
科
３
　
案
険
女
子
１
　
玉
用
ど

大
東
文
化
輝
・
第

一
経
済
１
　
拓
殖
ｉ

中
央
学
腕
―

中
央
証

中
寮
１

千

葉
五
築
１
　
千
葉
商
科
―
　
・帝
京
２

東
海
狙
　
東
京
理
科
５

東
京
電
機
６

案
寮
五
芸
２

東
京
音
楽
，

東
京
象

政
４

一東
京
躍
築
７

東
京
経
済
４

東
邦
■
≡
東
灘
２Ｇ
　
東
北
福
祉
ｌ
　
独

協
３
　
日
本
盟

日
本
構
祉
１

日
本

歯
料
１
　
工
松
学
会
３

新
漏
薬
科
１

文
数
百
・
法
政
薄

北
海
道
薬
科
―

武
蔵
６
　
武
蔵
野
菜
１
　
一弱
願
野
雷
ト

瞬
治
１４
　
競
治
学
院
う
　
明
墨
３

名

城
―

盛
農
挙
園
２

立
数
６

立
正

４

立
命
館
２

単
穂
題
０
　
（
私
立

計
王
二

一
）

Ａ
縄
　
大
Ｖ

群
馬
天
王
薬
―
　
千
葉
県
立
衛
１

東

京
都
立
蘭
―
　
前
縮
市
立
五
１

秋
葉

学
圏
―
　
現
の
墨
―

桜
業
林
―

大

妻
真
子
２
　
関
東
―

共
栄
学
園
―

懸
泉
女
学
囲
―
　
画
学
院
栃
木
１

圏

陳
可
・　
駒
沢
ウ
一　
埼
玉
組
翼
８
　
産
業

能
率
３
・
救
想
２

湘
北
２

白
摘
女

子
１
　
ヤ
文
字
学
囲
４

招
稲
女
芋
―

城
函
大
安
子
５

葉
践
女
手
大
―

女

子
整
学
院
１１
　
女
子
栄
養
―
　
塵
襲
学

関
―
　
闇
崎
―
　
玉
用
学
園
２
　
一観
男

大
学
１

東
京
康
業
大
―

東
京
家
政

３

東
京
女
学
館
―

東
京
滅
額
と

東
洋
大
学
―
　
東
洋
女
子
１
　
東
海
六

学
―

・東
懐
学
園
ｌ
　
細
縮
胃
葵
ｌ

目
自
学
圏
Ｕ

一弱
顧
野
女
３
　
新
島
学

国
家
―

蓋
士
，

文
京
女
苦
ｌ

立

正
天
学
―
　
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
１

（
短
天
計
８４
）

防
衛
大
学
校
１

Ａ

尊

修

学

校
Ｖ

浦
練
縛
露
２

大
原
聴
調
―

神
日
外

語
―

北
関
東
造
形
美
術
１

熊
谷
文

化
服
装
１

群
馬
歯
科
衛
生
１
　
田
陳

文
化
理
容
葵
容
―
　
鏡
玉
県
立
南
闘
奪

看
護
―
　
埼
玉
県
立
北
闘
等
香
護
５

埼
玉
県
立
養
盟
教
撤
養
蔵
所
３
　
競
玉

医
大
付
隠
医
学
技
術
１
　
埼
玉
歯
料
衛

生
２

埼
玉
圏
子
五
挙
院
―

サ
ン
ケ

イ
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
ー

駿
台
電
第
１

闘
崎
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ピ

焼きたてのバン&ケ ー寺

本歴ニュニグンイチ
本店工場 本虚市若泉母-7-3

TEL(0495)24-2115織

ジ
ネ
ス
２

高
崎
襲
術
１

中
央
王
学

一
ャ
ー
ナ
ル
旅
行
２

日
六
歯
学
部
付
歯

校
１
　
千
代
田
王
科
芸
術
３
　
薄
京
高

一
科
徳
生
―

日
虚
自
動
車
整
盛
ｌ
　
パ

等
奮
離
１

東
京
暦
薬
―
　
東
京
工
業

一
ン
バ
ン
フ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

１

東
京
関
科
１

東
京
ヨ
ン
ピ
ュ
ー

一
卜
２

東
日
本
ｒ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ヂ
ミ
ー

タ
１
２

一東
京
電
子
１
　
東
京
デ
ザ
イ

一
１
　
饉
士
ビ
ジ
ネ
ス
ー

一細
田
眼
控
―

ナ
１
１
　
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

一
ホ
ン
タ
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ク
ニ
カ

タ
１
１

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ｌ

東
京
Ｙ

一
ル
ー

一亜
麗
壁
調
理
師
２

．爵
蔑
野
眼

Ｍ
Ｏ
Ａ
国
際
ホ
テ
ル
ー
　
東
京
濫
科
学

一
節
―

早
稲
田
菌
記
―
　
コ
ン
セ
ル
ジ

院
１
　
東
京
保
増
―

関
洋
公
衆
衛
生

一
メ
ト
ア
ー
ル
尚
奏
―

に
っ
か
つ
ま
術

―

策
弱
医
学
技
術
―
　
ト
ラ
ベ
ル
ジ

一
院
―
　
（
館
６２
）

就

職

状

況

電
手
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
，
　
ベ
ル
グ

フ
ェ
ル
ト
ー
　
サ
イ
デ
ン
２
　
一東
芝
―

庭
利
銀
行
１

！曙
機
械
丁
・
富
士
電

機
丁
　
ト
ク
ミ
電
子
１
　
ポ
ー
ラ
化
経

品
ｌ

深
谷
日
本
ｌ

永
徳
屋
蘭
諄
，

築
裏
ゴ
ル
フ
陽
１

東
襲
正
薬
―

婦
入
自
衛
富
１

郵
殴
省
―

税
務
―

埼
玉
県
概
員
６
　
田
索
公
務
員
２

東
京
霞
徳
印
刷
３

群
薦
銀
行
１
　
ギ

ャ
ラ
ン
ト
タ
ー
ボ
ー

関
東
南
畠
層
高

崎
２
　
聞
大
営
１
　
ダ
ロ
ー
バ
ル
ソ
フ

ト
セ
ン
タ
１
２

Ｎ
避
０
日
本
電
気
２

鯨
玉
銀
行
２
　
東
京
電
力
２

日
立

80周年記念事業の…環として校庭整備費に開窓会
寄付金より700万円充当しました。

新 しい正 門 と並 本 遺

ヨンピユータ、通億システム、OA機 器
エア田ピクススタジォ

シ ステ ム機 器株 式会社
山本 道 代 ワ… ク ア ウトスタジオ

代表取締役 山 本  勝  業 (高め
本度帝寿2-6-15密 (ンステム)22-3541・〔スタジオ泌4-25f!



岡 会 報 昭和6t年 5月 228 tC)第 5号 本 闘

寿
郎
平

査
本
魔
次

上
野
潤
治
郎

雷
本
定
蚕
一
練
住
善
泊

・鈴
木
員
ニ

野
島
常
末

一高
縮
秋
雄
　
９
　
新
井
敏

久

【小
林
額

一
郎

茂
木
寵

浜
岡
盛

言
一　
飯
野
書
郎
　
中
島
十

≡　
窟
田
寝

次

１０

根
露

益

書
襲

夫

荻
野
弘

Ｈ

谷
川
治
男

一近
藤
欧
瞬

串
野
細
衛

金
田
正
夫

１２

中
村

銀

一
郎

練
崎
郁
三

野
田
治
邦

松

崎
礎

二
郎

大
窟
正
雄

壇
田
磁

１３

石
出
発
　
金
井
伸
三
郎

田
中
幸
太

郎

１４

戸
舎

二

曽

仁

一

附

田
日
出
来

崎
　
伊
藤
営
治

青
木
弘

移
真
次

１８
　
瀬
下
展
雄

松
本
鷲

一
郎

栗
村
竜
男

根
岸
甲
子
郎

平

野

平

爵

員

田
畠

強

盛

芳
彦

高
補
襲

大
野
衛

朗
原
真

一

【露
署
五
一　
１７
　
飯
島
巌
　
岡
野
勉

石
井
薫
一
福
島

一
滅

福
島
幸
平

維
岡
懸
太
郎
一
須
永
敏
郎

鳩

鈴
木

久
徳

金
井
豪
一
茂
本
溝
二
　
荻
野
武

高
橋
農
　
一二
ツ
闇
有
三
　
新
尭
摩
朗

逸
亮
和
雄
　
言
田
久

！朝
熊
男

編

魔
礼
次
郎

中
村
茂

秋
元
経
樹

根

辞
彪
四
郎
　
１９
　
溌
尾
選

一
郎

藤
原

豊
　
祭
村
辰
雄
　
日
同
保
次
　
原
多
喜

男
　
新
井
震
二
　
２０
　
木
村
登
郎

萩

原
喜
額
郎

湯
山
利
夫

鴨
田
守

竹

沢
行
雄

野
田
茂

相
馬
政
次

２‐

綱
井
樽

一
部
　
徳
忙
近
一
塑

浅
勇
篤

郎
　
真
田
幸
男

佐
藤
正
夫

親
原
惨

平

阪
不
宣
盛

高
木
芳
郎

田
沢
壼

昭

府
川
題
男

海
北
茂
雄

北
島
忠

男

村
田
散
次
郎

小
暮
弘

今
井
優

２３

西
沢
幸
雄
　
戸
沢
登

橋
本
栄

次

小
比
本
蒸

一　
岡
駆
稲
敗

市
川

和
夫

田
農
正
機

石
原
輝
弥

２４

粟
原
和
夫

Ａ
実
科
Ｖ

３

一薪
”な
か

Ａ
旧
女
Ｖ

特
別
寄
付

佐
々
木
久
栄
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇

高
橋

　

宏
　
　
　
　
六
〇
〇
〇

坂
本

長
金
　
　

　

二
〇
〇
〇
〇

平
岡

万
平
　
　
　
　
〓
一〇
〇
〇

籍
霞
！
卵
作
　
　
　
　
六
〇
〇
〇

青
木

　

薫
　
　
　
　
四
〇
〇
〇

占
曳

保
正
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇

内
山

栄

一　
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇

犠
井
一
輝
子

（
一
彦
）
一
〇
〇
〇
〇

苦
田
　
慶
継
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

一
〇
〇
〇
〇

岡
　
　
一
孝
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇

親
原
礼
次
部
　
　
　
　
五
〇
〇
〇

１
　
田
村
幸
代

２

一伊
藤
雷
台
子
　
一
子

９

組
谷
保
夫

石
川
黙
一　
１９
　
一
子

湯
浅
和
夫

萩
原
躍
　
関
綬
覇
夫

３

書
川
補
子

４
　
渡
辺
導
翼
子
　
一
豊
日
朱
築

覇
原
登
一
盟
　
滴
水
葵
広

一　
１２
　
館
努
栄
・
木
梗
正
盟
　
久
傑
圏

勝
関
栄
子

一得
弾
Ｌ
い

一傘
付
さ
な
え
一　
Ａ
別
科
Ｖ

８

一塞
最
輩
一　
　
一
幸
三
郎

・金
霊
栞
饗
伎

療
番
兼
預

水
壊
郁
子

一題
踊
伊
勢
子
ヤ
Ｈ

仁
平

一郎

若
林
茂

浦
野
征
房

８
　
飯
島

一
照
行
　
飯
島
弘
子

距
　
田
申
麗
夫

礼
子

１２
　
島
嬌
弓
）
塩
原
畠
乃

西

一
震
男

間
庭
蓄
江

村
山
葵
懸
手

大

一
１９
　
書
計
京
子

植
原
薄
雄
　
２０
　
書

円
暮
惑
子

細
野
シ
ツ
代

窮
野
田
鶴

一
利
夫

窟
踏
郁
青

新
井
芳
子

鎗

田

一
庭
俊
子

関
田
正
票
一
高
橋
純

一　
日

子

持
田
功
子

谷
ツ
田
ヒ
ロ
子

円

一
文
子

石
渡
初
代

飯
嫁
松
美
　
今
野

一
畠
省
三
　
高
柳
南
行
・
２５
　
麗
酒
蔦
志

宮
崎
喪
代

２．
　
・殖
藤
当
子

森
元

一
揚
順
子

須
賀
栄

一　
山
本
麟
薬

苗

一
小
雷
台

内
田
美
体
子

締
　
士
露
回
菓

陽
子

高
野
い
と
子

牛
久
保
郷
子
　
一
沢
洋

一　
小
野
襲
望
子

小
林
喜

一
部

一
果
　
森
村
和
宏
　
銃

下
田
港
之
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書
閣
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正
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韮
擦
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子

購品
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井
好
子

卜
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襲
子
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節
子

一　
田
部
井
高
久

大
盛
麓
士
乃

村
井

額
賤
葬群
譜
覇
餓
藁
饗
理銭
一

Λ
定
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一襲
志

沢
渡
懸
美
子

一二田
お
長

金
一

１

松
本
紙
一　
２
　
音
盟
昭
雄
　
３

一
井
俊
夫

一荻
野
秀
雄

高
縮
知
子
　
　
一

三
鶴

４

小
懇

夫

蔦
景

一
１０

中

摺

春

宰

査

摩

一

親
舞
な
る
関
紙
会
員
の
態
機
、
日
頃
本
会
発
震
の
為
に
鵜
大
な
る
０
協
カ

を
賜
り
撤
に
穏
難
う
む
さ
い
ま
す
。
私
達
役
東

一
用
は
、
就
任
以
来
岡
窓
会

設
立
の
本
爵
に
則
り
、
母
穫
へ
の
寄
与
貫
献
と
，
会
輿
相
互
の
編
睦
向
上
を

念
頼
じ
日
夜
努
力
数
じ
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
む
高
承
の
通
り
、
会
員
各
位

の
む
期
待
に
応
え
で
ご
満
定
買
け
る
よ
う
な
競
果
を
目
菱
す
と
、
財
源
の
確

保
が
緊
要
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
要
件
と
相
威
り
ま
す
。
幾
多
の
新
規
事
業
を
完

肇
に
逐
行
し
ま
う
と
愚
う
と

必
黙
的
に
相
当
の
基
礎
財
源
を

必
要
と
い
た

し
ま
す
。
本
高
岡
窓
会
で
は
、
学
会
費
金
予
円
協
と
、
入
会
金
、
金
弐
千
円

也
、
そ
れ
に
終
身
会
費
金
壱
万
円
と
、
特
別
寄
付
金
、
其
の
他
で
財
源
を
賄

っ
て
お
り
ま
す
。
終
身
会
費
制
度
は
、
躍
和
五
十
年
の
定
期
総
会
に
於
て
議

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
題
に
六
百
五
十
名
の
終
男
会
夜
納
入
者
が
お
り

ま
す
。
沼
鞭
六
ヤ
牢
買
だ
け
で
も
四
百
十
五
名
の
多
数
の
会
員
よ
り
奎
送
金

頂
き
ま
し
た
。
終
身
会
費
納
入
者
は
金
を
万
円
趣
の
む
拠
出
で
、
援
の
年
会

費
は
全
く
不
要
で
す
。
し
か
も
、
園
懇
会
本
部
の
終
身
会
費
納
入
着
芳
名
簿

に
、
そ
の
む
氏
名
を
永
久
に
認
識
し
、
か
つ
会
報
に
発
表
し
て
む
高
意
を
顕

彰
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
年
二
国
の
関
窓
会
報
の
発
滋
や

総
会
そ
の
他
の
運
籍
を
陵
先
的
に
数
し
ま
す
。
何
卒
、
園
擦
会
発
展
の
た
め

終
勇
会
喪
納
入
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
身
会
策
舎
納
入
の
陳
に
は
左
謡
阻
整
に
む
入
金
下
さ
い
。
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